スパイディ：「ヘスペルス」の色合い なんて嵐だ
　　　　　　船が1つある 乗りたくないな
　　　　　　待つしかないか

マグニートー：栄誉殿堂の名声に また選ばれなかった
　　　　　　　今回は やつらが支払う
　　　　　　　全世界を知る
　　　　　　　それがマグニートー博士の力で出来ること
スパイディ：ライトが消えた！

"マグニートー博士の復讐"

船長：そこにある船は潰れるかも
スパイディ：非常用装備を使おう

船長：動かないから！上手くいかない！きっとだ！

スパイディ：仕方ない 全部が行き詰まりだ、このライトを使ってみる
　　　　　　さあ来い 絶対に上手くいく

"デイリー・ビューグル"

ジェイムソン：これを聞け
　　　　　　　”スパイダーマンが貨物船を救う”

ジェイムソン：船長が自分の船を持ち運べなかったとしても
　　　　　　　目立ちたがりの覆面野郎に助けられるのはどうかと思うが

ピーター：機械に磁化された灯台守（ﾄｳﾀﾞｲﾓﾘ）の件についてはどうでした？

ジェイムソン：ゴミだ！世界にはそれほど磁気が集中しとらん
　　　　　　　ヒーロー気取りのスパイダーマンなんぞ、この論文には書かんぞ！
ベティー：しかしジェイムソンさん、
　　　　　ネタを仕上げないなら、この会社をどう見ればいいんですか？
ジェイムソン：仕上げる、心配ない、裏面にな！

マグニートー：彼らが裏面をネタに扱っている、しかし私の磁力の事については扱っとらん…
　　　　　　　スパイダーマンに妨害されたおかげで…作戦は失敗だ
　　　　　　　さあ…今夜…記者たちに…別の見本をやろう…忘れられんものを…
              ハハハハ！デイリービューグルども…、裏ページにしろ！

スパイディ：霧のせいで見えないか、それとも、あの線路がおかしい‥‥
　　　　　　なんてことだ！線路が壊れてる！
　　　　　　証拠として、ジェイムソンに渡そう

ジェイムソン：壊れた線路なんて証拠にはならんよ
　　　　　　　ワシが欲しいのは、覆面野郎が線路を壊したという証拠だ
　　　　　　　それから修正して タダで宣伝する

ベティー：ネタを仕上げないってことですか？

ジェイムソン：ネタは仕上げる、心配ない、後は見出しだ！

マグニート：スパイダーマン 列車事故の防止に成功
            またスパイダーマンだ！
            私の賢さをすべて奪うとは…
　　　　　　まあ、次こそは失敗しないだろう
　　　　　　"ジェイ・ジョナ・ジェイムソン…"(手紙)
ジェイムソン：この手紙を受け取るまで、
　　　　　　　エンパイア・ステート・ビルの最上部(サイジョウブ)の
              ロックフェラー・センターにある
　　　　　　　プロメテウスの巨大なブロンズ像を磁化させ
              正午には除去し 地面に突き落とすからそのつもりで
              
ベティー：まあなんて恐ろしいことを！
ジェイムソン："ドクター・マグニート！"…聞いたことがない！
ジェイムソン：ジェイムソンだ！
ピーター：マグニートー…マグニートー…
　　　　　聞いたことある名前だな…

ジェイムソン：なにぃ？プロメテウスの像が、
　　　　　　　エンパイア・ステート・ビルの最上部に？

ベティー：ホントにやる気ですわ？（驚き）

ジェイムソン：ミス・ブラント！
　　　　　　　特ダネをつかんでこい！
              パーカー、カメラを持って現場へ駆け付けろ！
              今何時だ！

ピーター：あと10分で12時です


スパイディ：もしマグニートーの言う通りだとしたら
　　　　　　あと3分で突き落とすだろう

Bパート

マグニートー：邪魔しおってー！
           　 どうにかして世界とスパイダーマンに復讐をせねば…

ピーター：M、M、マグニートー
　　　　　あの名前、見たことがある
　　　　　ああ、これだ
　　　　　"ドクター・マット・マグニートーは理学部の名誉候補者であり、
           磁力の専門家でもある"
           栄誉殿堂か…
           こりゃあ手掛かりを探すのに十分な場所だ

スパイディ：クモ感覚が振動している
            手掛かりはきっとここにある
            この栄誉殿堂に
            かなりの重要企業だけど、
　　　　　　でもクモ感覚が教えてくれる
            ここに誰かが隠れてるってことを

マグニートー：ハッ！素晴らしいよスパイダーマン
　　　　　　　私のマグネティック・パワーで一撃で倒れるとは！
スパイディ：まだまだだね！

マグニートー：驚いたか？
             金属以外を磁化する方法を考案した
　　　　　　 木に、紙、布、いろいろ！
スパイディ：じゃあ自力で人助けしようって考えたことある？
マグニート；バカどもは信じなかった！
　　　　　　今では手遅れ…
　　　　　　君だ、スパイダーマン、先に行け…
　　　　　　決して忘れることのない証拠を手に入れるのだ…
スパイディ；一体何を考えてるの？
マグニートー：ハハハハ！サプライズさー！
スパイディ：よっと…（飛び跳ねる時に着地するパターン）
             うわぁ！
マグニートー：ハハハハ！そら役に立たんぞー
　　　　　　　これが地磁気逆転のほんの小さな見本だ！
              次に発揮するのは…
マグニートー：ハッハッ！永遠にここにいろ！
　　　　　　　威力の記念碑として！
　　　　　　　さあ！終局のために、
              磁石で栄誉殿堂を 空中に持ち上げて
              それを海の上に運び、突き落とし！
              そしてスパイダーマンは永遠の底に沈むだろー！
スパイディ：私は水着なんか着ないから
マグニートー：ハハハ 実に面白い
スパイディ：博士は知ってるよね、準備しなかったら駆け付けなかった。
マグニートー：何？何があった！
スパイディ：化学のことなら 少しだけ知ってるよ！
マグニートー：マグネティック・パワーが…壊された…
スパイディ：ああ、反磁性を講じているクモの網を見た限り、
　　　　　　それをいいように使わなかったら
　　　　　　キミの力はショートするだろう
マグニートー：何をするつもりだ！
　　　　　　　置くとかー！
スパイディ：あんたにぴったりだよ、マグニートー
スパイディ：これは私がこの機会のために特別に書いといたものだ
            "最も間違った使い方に対して
　　　　　　あなたの親愛なる隣人スパイダーマンが
　　　　　　この候補者を推薦する！"

ジェイムソン：もちろん"スパイダーマンがマグニートを確保"というネタは仕上げるが…
　　　　　　　一面には載せん！
　　　　　　　裏面に？断る！
              殆どのやつらは後ろから読む
              じゃあ、"三行広告"に入れてみるのはどうだ？
ベティー：ジェイムソンさん、
          個人広告欄に入れてみては？
　　　　　"スパイダーマンの善行に責任は一切ございません
　　　　　筆者：ジェイ・ジョナ・ジェイムソン"

ジェイムソン：そう思ってくれて嬉しいよ

END